
㊺太陽熱利用による効率的暖房システムの
実用化コンソーシアム（実証地：福島県）

○施設園芸において、太陽熱を利用した効率的な暖房システムを確立

実証の目標

実証の背景と課題

○施設園芸用に市販されている太陽熱集熱・利用資材は、ほとんど床面設置す
るタイプのものであり、室内適温である20℃～30℃より上がらず集熱効率
や蓄熱量が低い。

○太陽熱の集熱効率の向上、利用資材の小型・軽量化が課題

○冬季でも40度以上の高温になるハウス上部に軽量化した集熱機（パネル）を
配置することで、昼間の太陽熱を蓄熱し夜間の暖房に利用する実用的かつ効
率的な暖房システムを構築し、消費エネルギー及び暖房費を節減

○蓄熱した温水を植物周辺に配管したプラスチックパイプ（放熱チューブ）に
送水する簡易な放射暖房として利用し、局所加温による気温むらを改善

実証したシステムの概要

○集熱機を用いた暖房システム（ヒートポンプ併用）の導入により、実証２年目
における油だき暖房機の燃料消費量は、前年に比べて約40％減少。一方、電力
使用量は30％増加

○令和２年度に、燃料費及び電気代を含めた暖房代の削減効果について算定。
（料金：市販化に向けたサービスモデルを検討し提供予定）

○県試験場、普及所、ＪＡ及び県内農業法人等へ、会議や研究フェア等を通じ
て実証成果を普及。具体的な販売は、令和２年度の検証を踏まえて取り組み。

普及の状況

●問い合わせ先等
企業名：株式会社大仙
電話番号：0532-54-6527
https://www.daisen.co.jp/

コンソーシアムの代表 農業界：農事組合法人大野水耕生産組合
経済界：(株)大仙

実証された効果の例

天井に設置した集熱パネル 蓄熱水槽 放熱チューブ端末の熱画像
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㊻異常気象対応型コンソーシアム（実証地：千葉県）

○高強度・低コストのパイプハウスの提供と熟練技術継承システムの開発

実証の目標

実証の背景と課題

○風が強い房総半島では、台風など過酷な環境に耐えることができる強度があ
り、かつ低コストなパイプハウスが必要

○併せて、新規就農者が技術継承を容易に受けられるシステムが必要

○ 建設業界で使用される規格の鉄パイプを活用した鉄骨ハウス並の強度を有す
る超強化型・低コストパイプハウスを開発

○ 熟練技術を可視化するウェアラブル端末による継承システムを開発

実証したシステムの概要

実証された効果の例（0.1haの施設園芸経営での事例）
超強化型低コストパイプハウス

○一般的な鉄骨ハウスと比較し、施設導入コストを32%削減
（鉄骨ハウス：17,020千円 ⇒ 実証したハウス：11,747千円）

○品質向上による単価増と収量の増加により、農業者収益が41%増加（実証前
260万円⇒367万円）

○ウエアラブルアイトラッキングシステムを使用した技術指導により、業務が効
率化し労務費は最大20%減
（利用料：ほ場面積により異なるため、以下の『問い合わせ先等』へご連絡下

さい。）

○全国的に販売を展開
普及の状況

●問い合わせ先等
企業名：阪和興業株式会社
電話番号：06-7525-5000
https://www.hanwa.co.jp/

コンソーシアムの代表 農業界： (株)花いちご
経済界：阪和興業(株)

栽培映像マニュアル

46



㊼新たな遮熱資材を活用した高収益施設園芸
モデル構築コンソーシアム（実証地：石川県）

○施設トマト栽培における遮熱性・採光性の高い遮熱新資材の開発・実装

実証の目標

実証の背景と課題

○施設園芸向けの高温障害対策として、熱線（赤外光）の透過を抑制しつつ、
光合成に必要な可視光のみを透過する、光の選択的透過性をもった遮熱資材
が求められる

○ハウスを覆う遮熱資材は、遮熱が不要になる秋期に取り外しが必要であり、
多くのハウスを抱える園芸農家にとって、着脱作業は大きな負担

○東レが開発した遮熱性・採光性の高い「繊維素材」を施設園芸用途に改良し、
夏季の高温障害軽減と収穫期間拡大による収量増を目指す
（従来：春・秋２作型 ⇒ 目標：春～秋の長期１作型（夏越し長期どり作型））

○遮熱資材の脱着に係る労働負荷を改善するため、遮熱資材の軽量化を図る

実証したシステムの概要

○光の選択的透過性を持たせたシートを開発

○温度低下効果の改良など、市販化へ向けた開発・実証を継続
普及の状況

●問い合わせ先等
企業名：いしかわ農業総合支援機構
電話番号：076-225-7621
https://inz.or.jp/

コンソーシアムの代表 農業界：本田農園
経済界：東レ(株)

実証された効果の例

遮熱新資材 被膜した遮熱新資材 ハウス内部
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Ｈ３０開発資材 Ｒ２開発資材
重量 ７６ｋｇ ／３２０㎡ ２０ｋｇ ／３２０㎡

被覆作業時間 ３．５時間／１０ａ ２．８時間／１０ａ

慣行資材 Ｒ２開発資材
赤外線透過率 ６５％ ５４％
可視光透過率 ６５％ ６７％

○遮熱資材の軽量化（従来比７６％減）等により、被覆作業を軽労化



【先端農業連携機構】

（先端農業連携機構の連絡先）

株式会社クニエ
（担当）鈴木
（電話）090-1650-4708
（FAX）03-5785-2293
（メール）suzukimc@qunie.com
（住所）〒107-0051 東京都港区元赤坂1-2-7

赤坂Ｋタワー８階

○本事例集は、農林水産省の農業界と経済界の連携による生産性向上モデル農
業確立実証事業により、各プロジェクト実施主体（農業界と産業界の連携組
織）が過去に実証した製品・サービスのうち、現時点で各プロジェクト実施
主体において製品、サービス、ノウハウ等の提供が可能なものをまとめたも
のです。

○掲載の製品・サービスを当機構や農林水産省が確認・認定したものではあり
ません。

○ご依頼やご質問は、事例集に掲載されている各プロジェクトの問い合わせ先
へお尋ねください。

○令和３年３月末まで機構ホームページに掲載されていた内容を、農林水産省
から関係プロジェクト実施主体へ確認要請し、令和5年度3月に内容を更新
しました。
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